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令和6年度

「フェムテック等サポートサービス実証事業費補助金」中間報告
睡眠時体温管理による睡眠課題の改善効果と
それに伴う更年期症状およびプレゼンティーズムの改善効果に関する研究

2024-11
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大学発スタートアップで、最先端の技術を用いた脳波計・解析AIを開発

PGVについて（1/3）

ファウンダー
大阪大学 産業科学研究所
関谷 毅 栄誉教授

超薄・柔軟な有機エレクトロ
ニクス技術が専門

パッチ式脳波計

医療機器認証（ClassⅡ）

コア技術

自動AI解析プラットフォーム構築

42g

NEDO, SBIR（内閣府）、Go-Tech(中小企業庁）、
AMEDなど多くの国の技術・スタートアップ支援の仕組
みから評価をいただきながら事業を展開
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PGVについて（2/3）

集中

情動価

味覚

匂い

疲労

睡眠

認知症

更年期
障害

発達
障害

てんかん

上市済

準備中
ヘ
ル
ス
ケ
ア

医
療

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

エ
ン
タ
メ

AMED

準備中

医療・ヘルスケアを軸にした様々なアプリケーション
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新たな記述で開発されたどこでも利用できる脳波計。

本取組みでは本デバイスを用い、睡眠計測を実施

PGVについて（3/3）

高精度

医療機器認証（ClassⅡ）

（304AFBZX00012000、2022年1月）

42gと小型軽量 ワイヤレス

従来型の脳波計と異なって医療機関だけではなく、
自宅や訪問医療や公共施設など
どこでも利用することが可能なメディカルIoTデバイス
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不眠をはじめとした更年期症状は本人・企業の課題だが対策できていない

背景

更年期症状の可能性※1

49.3%

更年期症状による経済損失※3

1.9兆円
出所: 1: 厚生労働省.「更年期症状・障害に関する意識調査基本集計結果」.2022年7月

2:Femail Founders Fund.” Suffering in Silence: The Biases and Data Gaps of Menopause”.2020-10-26  
3: 経済産業省.「女性特有の健康課題による経済損失の試算と健康経営の必要性について」.2024年2月

しかし、
企業は更年期症状に関する
対策を実施できていない

更年期症状における睡眠の悩み※2

71%
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更年期症状に伴う睡眠課題と体温に関する研究の知見を紹介予定

先行研究

出所: Sex Hormones, Sleep, and Core Body Temperature in Older Postmenopausal Women
Woodward, S. & Freedman, R. R. The thermoregulatory effects of menopausal hot flashes on sleep. Sleep 17, 497–501 (1994)
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自宅でできる更年期症状に伴う不眠の改善方法を提案

目的等

現状では多くの企業が更年期症状に対する具体的な対策を十分に講じておらず、
対応が遅れているのが実態。本プロジェクトは、更年期症状の中でも特に多くの
女性が悩む寝つきの悪さや中途早期覚醒などの睡眠課題に焦点を当て、科学的な
アプローチをもとに、企業と従業員双方にとっての解決策を提案

豊橋市内の「とよはし健康宣言事業所」に勤務する女性を実証参加者としてリク
ルートし、専門家によるセミナーを通じて更年期症状と睡眠に関する基礎知識を
習得。あわせて、PGVが開発した自宅で利用できるパッチ式脳波計を用いた睡眠
計測や、同様に自宅で利用できるデバイスで体温管理しながら、睡眠の改善に向
けた行動を実施。そして、参加者の睡眠状態、体温の変化、就業意欲、そして更
年期症状の指標を評価。これにより、対象年代の女性が抱える睡眠課題やその改
善が働き方に及ぼす効果を検証し、自宅で利用できるデバイスを用いた、企業や
自治体でも導入可能なモデルケースを作成

参加者が自らの健康課題を認識し適切な改善行動を取ることを支援するだけでな
く、企業における更年期症状への対策の必要性を明らかにすることもまた目指し
ています。具体的には、女性従業員が抱える課題を解消することでウェルビーイ
ングが向上し、就業意欲の改善や生産性の向上、さらには職場全体の離職率の低
下が期待

取り組むべき課題

実証事業の内容

この事業で
貢献できること



C
o
p
y
ri
g
h
t©

 2
0
2
4
 P

G
V

, 
In

c.
 A

ll
 R

ig
h
ts

 R
e
s
e
rv

e
d

7

豊橋市勤務の女性を対象に、睡眠・セミナー・体温計測による改善を企図

事業概要

とよはし
健康支援事業所

睡眠計測&
アンケート

体温計測
（1.5ヶ月）

セミナー
睡眠計測&
アンケート

• SMI, 3DSS, WHO-
HPQ等によるプレゼン
ティーイズムなどの質
問票

• PGV脳波計と睡眠AIに
よる睡眠計測

• SMI, 3DSS, WHO-
HPQ等によるプレゼン
ティーイズムなどの質
問票

• PGV脳波計と睡眠AIに
よる睡眠計測

• 八木朝子先生（久留米
大学准教授、日本睡眠
検査学会理事長、日本
睡眠学会理事）による、
女性の睡眠や体温に関
するセミナー

• TOPPANエッジの「わ
たしの温度」による継
続的な体温計測（オン
ライン専門家相談含
む）

プレゼンティーイズム、睡眠、更年期症状に関する前後比較

参加者

不眠に悩む45以上〜65歳
未満の女性25名（予定）



C
o
p
y
ri
g
h
t©

 2
0
2
4
 P

G
V

, 
In

c.
 A

ll
 R

ig
h
ts

 R
e
s
e
rv

e
d

8

PGV、八木朝子先生（久留米大学）、豊橋市にて実施

実施体制

代表団体
PGV株式会社

久留米大学
八木朝子

協力団体
豊橋市

（実証先）

助言

協力団体
豊橋市企業

協力団体
豊橋市企業

協力団体
豊橋市企業

※豊橋市企業は複数予定

従業員 従業員 従業員
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当初予定通り進行中

実施項目とスケジュール

実施項目 2024年 2025年

大項目 小項目 note 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1. 倫理委員会

2. リクルーティング 2.1リクルーティング 豊橋市にて実施

3. 説明会・事前測定 3.1アンケート@説明会 専門家

3.2介入前の睡眠計測 アンケート

4. セミナー等 4.1 セミナー 脳波計で計測

4.2体温計測 わたしの温度

4.3改善行動の実施 アドバイスを踏ま
え実施

5. 事後測定 5.1介入後の睡眠計測 脳波計で計測

5.2アンケート成果測定 アンケート

6. 評価 統計解析等 統計解析等

PGV倫理委員会
の開催と承認
倫理委員会の
開催と承認

12/2@オンライン（録画あり）

11/27@豊橋
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第三者委員等による倫理審査を通し、スケジュール通り進行中

現状の進捗と成果（1/2）

倫理委員会 リクルーティング 計測等準備

研究計画作成の上、第三
者委員等による倫理委員
会を開催し、10月25日付
で承認

豊橋市との緊密な連携を
進め、企業（とよはし健
康宣言事業所）および参
加者向けチラシ等を作成
の上で、募集に着手。一
定の目処

計測デバイス発注や、利
用マニュアルを準備
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豊橋市とも協力しながら企業・参加者に関心を持ってもらえるようチラシを準備

現状の進捗と成果（2/2）
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関係者と密に連携し課題を把握。適宜以下のような対策を実施している

課題と対応策

− 課題: 参加者確保の難しさ

− まだ必ずしも更年期症状に対する企業の課題意識が十分でないことや、情報の取り扱いが難し
いセンシティブなテーマであるため

− 対応策: 
− 豊橋市と連携し、健康支援事業所として登録している事業所への声がけを実施

− また、わかりやすいチラシなどを活用しながら取り組み意義などを理解いただき進める

− 課題: 参加者に負担のないオペレーションの実施
− マニュアル類の新規作成に加え、11/27には対面での説明会を実施。自宅でのデバイス操作が
スムーズに進むようレクチャー
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11/27に説明会、12/2にセミナー（オンライン・録画あり）を予定

実施項目とスケジュール

実施項目 2024年 2025年

大項目 小項目 note 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1. 倫理委員会

2. リクルーティング 2.1リクルーティング 豊橋市にて実施

3. 説明会・事前測定 3.1アンケート@説明会 専門家

3.2介入前の睡眠計測 アンケート

4. セミナー等 4.1 セミナー 脳波計で計測

4.2体温計測 わたしの温度

4.3改善行動の実施 アドバイスを踏ま
え実施

5. 事後測定 5.1介入後の睡眠計測 脳波計で計測

5.2アンケート成果測定 アンケート

6. 評価 統計解析等 統計解析等

PGV倫理委員会
の開催と承認
倫理委員会の
開催と承認

12/2@オンライン（録画あり）

11/27@豊橋
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